
『
玉
葉
』
は
公
卿
藤
原
兼
実
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
も
の
で
、

長
寛
二
年
二
一
六
四
）
よ
り
建
仁
三
年
（
一
二
○
三
）
に
至
る
間

の
生
活
記
録
で
あ
る
。

『
玉
葉
』
中
に
は
当
時
の
疾
病
と
、
そ
れ
に
対
す
る
丹
波
・
和

気
両
氏
を
中
心
と
す
る
医
師
達
の
活
動
が
刻
明
に
記
録
さ
れ
て
い

る
。
口
中
医
療
に
つ
い
て
も
簡
単
で
は
あ
る
が
具
体
的
に
記
録
さ

れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
の
口
中
医
療
の
実
態
を
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

著
者
の
兼
実
は
生
来
病
弱
で
、
所
労
・
脚
気
・
風
病
・
咳
病
・

寸
白
等
の
病
に
苦
し
み
、
屡
々
丹
波
・
和
気
の
医
師
達
の
治
療
を

受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
服
部
敏
良
博
士
が
詳
し

く
報
告
さ
れ
て
い
る
。

８
「
玉
葉
」
に
表
れ
る
口
歯
の
医
療
に

つ
い
て

戸
出
一

郎

兼
実
は
口
歯
の
病
で
も
度
々
治
療
を
受
け
て
い
る
。
記
録
に
よ

れ
ば
嘉
応
二
年
二
一
七
○
）
二
十
二
歳
の
時
か
ら
元
暦
元
年
（
一

一
八
四
）
三
十
六
歳
に
至
る
間
、
度
々
口
歯
の
病
を
患
っ
て
い
る
。

そ
の
内
訳
は
「
歯
下
に
針
を
す
る
」
が
十
七
回
、
「
口
に
針
を
す
る
」

が
一
回
、
取
歯
、
喉
腫
、
口
熱
、
灸
治
、
口
熱
に
よ
り
喰
蛭
が
各

一
回
、
そ
の
他
二
回
で
あ
る
。

施
術
し
た
医
師
と
そ
の
施
術
回
数
は
、
丹
波
頼
基
八
、
憲
基
六
、

経
基
二
、
憲
康
二
、
知
康
一
、
和
気
定
成
二
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

典
薬
頭
と
な
っ
た
の
は
和
気
定
成
、
丹
波
頼
基
、
経
基
で
、
施
薬

院
使
は
丹
波
憲
基
、
頼
基
、
経
基
で
あ
る
。
憲
康
は
侍
医
、
知
康

は
医
博
士
・
権
侍
医
と
な
っ
て
い
る
。

口
腔
疾
患
の
病
名
や
症
状
に
つ
い
て
は
、
喉
腫
・
口
熱
、
歯
所

労
の
他
は
記
載
が
な
い
。
最
も
多
い
「
歯
下
に
針
を
す
る
」
と
は

如
何
な
る
こ
と
か
、
「
医
心
方
」
で
は
重
舌
に
針
を
し
て
血
を
出
す

例
は
あ
る
が
、
他
は
遠
隔
部
に
灸
を
す
る
方
法
で
あ
る
。
『
千
金
方
』

で
も
同
様
で
あ
る
。

全
身
疾
患
の
場
合
は
多
穴
多
壮
の
灸
治
が
施
さ
れ
、
針
治
療
は

化
膿
性
疾
患
の
排
膿
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ

の
事
実
か
ら
「
歯
下
に
針
を
す
る
」
と
は
恐
ら
く
刺
絡
に
よ
っ
て
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「
玉
葉
」
に
表
れ
る
治
法
は
一
般
的
に
『
医
心
方
」
に
基
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
口
歯
疾
患
の
場
合
は
必
ず
し
も
「
医
心
方
」

と
一
致
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
「
医
心
方
」
が
編
纂
さ
れ
た
時
代

か
ら
約
二
百
年
を
経
て
、
そ
の
間
医
術
の
進
歩
変
遷
が
あ
っ
た
こ

と
を
思
わ
せ
る
。
更
に
そ
の
後
二
百
年
を
経
て
兼
康
が
現
わ
れ
、

消
炎
鎮
痛
を
計
る
も
の
か
、
或
は
歯
周
膿
瘍
の
切
開
排
膿
を
目
的

と
し
た
手
技
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
歯
下
の

針
の
記
述
は
そ
れ
の
み
で
、
薬
剤
の
投
与
は
な
く
、
ま
た
遠
隔
部

位
に
お
け
る
針
灸
の
取
穴
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述

は
あ
ま
り
に
も
簡
略
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
病
名
を
同
定
す
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
。

喰
蛭
の
一
例
は
寿
永
二
年
九
月
一
日
に
「
口
熱
に
よ
り
歯
下
に

喰
蛭
す
」
と
あ
る
も
の
で
、
医
師
の
名
は
出
て
い
な
い
。
こ
の
時

代
に
は
瘡
腫
の
悪
血
を
除
く
た
め
に
屡
々
用
い
ら
れ
た
方
法
で
、

ほ
ぼ
同
時
代
の
「
明
月
記
」
で
は
歯
病
に
対
し
て
度
々
用
い
ら
れ

て
い
る
。
蛭
に
よ
る
癬
疽
の
治
療
は
「
医
心
方
』
に
載
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
歯
病
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

抜
歯
の
一
例
は
寿
永
二
年
に
経
基
が
姫
君
や
中
将
等
の
歯
を
取

っ
た
と
あ
る
。

更
に
そ
れ
か
ら
百
五
十
年
を
経
て
親
康
が
出
て
、
両
者
に
よ
っ
て

口
中
科
の
基
礎
が
作
ら
れ
、
今
日
両
者
の
名
を
冠
す
る
口
中
書
が

伝
来
す
る
が
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
『
玉
葉
』
が
非
医
師
の
日
記
で

あ
る
こ
と
を
考
盧
に
入
れ
て
も
や
や
稚
拙
の
感
は
免
れ
な
い
。
し

か
し
な
が
ら
「
医
心
方
』
口
歯
の
部
に
な
く
、
兼
康
・
親
康
の
口

中
書
に
表
れ
る
針
治
療
の
実
際
が
、
簡
単
で
は
あ
る
が
「
玉
葉
」

に
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
「
医
心
方
」
以
後
、
丹
波
氏
に
よ
っ

て
口
中
医
療
が
完
成
さ
れ
る
ま
で
の
中
間
期
に
お
け
る
一
つ
の
記

録
と
し
て
誠
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
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